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052 A：［笑い（051 D 重なり部分から 053 R「なんの」まで。拍手は 054
漫才における言語生活論 ７
D 話初めまで）















































Ⅰ．03 Y や 07 Y の，徹子役として山口が出演するということに対し
て，観客がボケの表現として受け取れなかった




や 08 H の発話が問題の焦点になってくるように考えられる。いずれにし
ろ演者側にとって，それぞれの表現が観客の反応を意図していなかったと

















































































































































































































































































































































































































































例 3，例 5，例 6において，発話番号の後ろの A は観客（＝Audience）を表
す。例 5の 53 A 2や，例 6の 02 A 1などは，ある個人の観客を指す。発話
途中に見える［ ］は，［ ］内の発話がひとつ前の発話と音声上重なって
いることを示す。
⑵ 長沖一（1978 : 46）「とにかく今までの萬歳がやったことのない喋り漫才を
やってみようということにしました。しかし，さんざんだしたわ。ことに新






⑸ 秋田実（2000 : 19）「その人は鶏卵の取り引きでたびたび愛知県の方に行っ
ており，三河万歳をよく知っているのでそれから思いついて太夫・才蔵の形
をかりその新しい興行を「名古屋万歳」と命名して天満天神さんのそばの小
屋で発足した」
⑹ まんざいの区別は，表記（特に「萬」と「万」，「才」と「歳」）が文献によ
って異なるため，本稿では秋田実（2000）に従い，「萬歳」・「万歳」・「漫才」
と表記する。
⑺ 「万歳」を「漫才」という名称に変えたのは，秋田実（2000）や相羽秋夫
（2001），『上方演芸大全』（2008）では，吉本興業の橋本鐵彦であるという。
経緯について，詳しくは各著書を参照されたい。
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